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この章の内容は、次のとおりです。

• VXLANの概要, 1 ページ

VXLAN の概要
Cisco Nexus 9000スイッチは、ハードウェアベースの VXLAN機能向けに設計されています。こ
れはレイヤ 3の境界を越えてレイヤ 2接続性の拡張を提供し、VXLANと非 VXLANインフラス
トラクチャ間で統合します。これにより、共有される共通の物理インフラストラクチャにおい

て、仮想化されたマルチテナントのデータセンターデザインを可能にすることができます。

VXLANはMAC-in-UDPのカプセル化とトンネリングを使用して、レイヤ3インフラストラクチャ
を越えてレイヤ 2ネットワークを拡張する方法を提供します。 VXLANは、レイヤ 2の拡張を使
用して、柔軟なワークロードの配置を可能にします。また、共有される転送ネットワークからテ

ナントのレイヤ 2セグメントを分離することによって、マルチテナントデータセンターを構築す
るアプローチにすることもできます。

VXLANのゲートウェイとして展開する場合、Cisco Nexus 9000スイッチは VXLANおよび従来の
VLANセグメントと接続して共通の転送ドメインを作成し、テナントのデバイスが両方の環境に
存在できるようにすることができます。

VXLANには、次の利点があります。

•データセンター全体でのマルチテナントセグメントの柔軟な配置。

これは、テナントのワークロードがデータセンター内の物理ポッド全域に配置されるよう

に、基盤となる共有ネットワークインフラストラクチャでレイヤ 2セグメントを拡張する方
法を提供します。

•より多くのレイヤ 2セグメントに対応するための高度なスケーラビリティ。

VXLANは 24ビットのセグメント ID、つまりVXLANネットワーク ID（VNID）を使用しま
す。これにより、最大 1600万個の VXLANセグメントを同じ管理ドメイン内で共存させる
ことができます（比較すると、従来の VLANは最大 4096個の VLANをサポートできる 12
ビットのセグメント IDを使用します）。
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•基盤となるインフラストラクチャにおける、有効なネットワークパスの使用率。

VXLANパケットは、レイヤ 3ヘッダーに基づいて、基盤となるネットワークを介して転送
されます。これは、等コストマルチパス（ECMP）ルーティングおよびをリンク集約プロト
コルを使用して、有効なすべてのパスを使用します。

VXLAN のカプセル化およびパケット形式
VXLANは、レイヤ 3ネットワーク上のレイヤ 2オーバーレイ方式です。 VXLANはMAC
Address-in-User Datagram Protocol（MAC-in-UDP）のカプセル化を使用して、データセンターネッ
トワークでレイヤ 2セグメントを拡張する方法を提供します。 VXLANは、共有される共通の物
理インフラストラクチャにおいて、柔軟で大規模なマルチテナント環境をサポートするためのソ

リューションです。物理データセンターネットワークでの転送プロトコルは IPと UDPです。

VXLANはMAC-in-UDPのカプセル化方式を定義します。この方式において、元のレイヤ2フレー
ムに VXLANヘッダーが追加され、UDP-IPパケットに置かれます。このMAC-in-UDPのカプセ
ル化によって、VXLANはレイヤ 3ネットワーク上でレイヤ 2ネットワークをトンネルします。

VXLANは、24ビット VNIDといくつかの予約ビットで構成される 8バイト VXLANヘッダーを
使用します。 VXLANヘッダーおよび元のイーサネットフレームは、UDPペイロードに入りま
す。 24ビットVNIDは、レイヤ 2セグメントを識別し、セグメント間でレイヤ 2の分離を維持す
るために使用されます。 VNIDのすべての 24ビットを使用して、VXLANは 1600万個の LANセ
グメントをサポートできます。

VXLAN トンネルエンドポイント
VXLANは VXLANトンネルエンドポイント（VTEP）デバイスを使用してテナントのエンドデ
バイスを VXLANセグメントへマップし、VXLANのカプセル化およびカプセル化解除を実行し
ます。各 VTEP機能には 2つのインターフェイスがあります。1つはブリッジングを介してロー
カルエンドポイントの通信をサポートするためのローカルLANセグメント上のスイッチインター
フェイスで、もう 1つは、転送 IPネットワークのための IPインターフェイスです。

IPインターフェイスには一意の IPアドレスがあります。これは、インフラストラクチャ VLAN
として知られる、転送 IPネットワーク上の VTEPを識別します。 VTEPデバイスはこの IPアド
レスを使用してイーサネットフレームをカプセル化し、カプセル化されたパケットを、IPイン
ターフェイスを介して転送ネットワークへ送信します。また、VTEPデバイスはリモート VTEP
で VXLANセグメントを検出し、IPインターフェイスを介してリモートのMAC Address-to-VTEP
マッピングについて学習します。

VXLANセグメントは基盤となるネットワークトポロジに依存しません。逆に、VTEP間の基盤
となる IPネットワークは、VXLANオーバーレイに依存しません。これは発信元 IPアドレスと
して開始 VTEPを持ち、宛先 IPアドレスとして終端 VTEPを持っており、外部 IPアドレスヘッ
ダーに基づいてパケットをカプセル化します。
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VXLAN のパケット転送フロー
VXLANは VTEP間でステートレストンネルを使用し、レイヤ 3転送ネットワークを介してオー
バーレイレイヤ 2ネットワークのトラフィックを送信します。

ハードウェアベースの VXLAN ゲートウェイとしての Cisco Nexus 9000
VXLANは仮想データセンターオーバーレイの新しいテクノロジーであり、データセンターネッ
トワークで多く採用されるようになっています。特に仮想マシン間の通信用ハイパーバイザにお

ける仮想ネットワーキングでの採用が増えています。ただし、データセンターには、レガシーハ

イパーバイザ、物理サーバ、ネットワークサービスアプライアンス（物理的なファイアウォール

やロードバランサなど）など、VXLANをサポートできないデバイスや、ストレージデバイスが
含まれる可能性があります。これらのデバイスは、引き続き従来のVLANセグメント上に配置す
る必要があります。 VXLANのセグメント内の仮想マシンが、従来の VLANセグメント内のデバ
イスで提供されるサービスにアクセスしなければならないことは珍しくありません。 VXLANか
ら VLANへのタイプの接続は、VXLANゲートウェイを使用して実現されます。

VXLANゲートウェイは、VXLANセグメントと従来の VLANセグメントを 1つの共通レイヤ 2
ドメインに組み合わせた、VTEPデバイスです。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、ハードウェアベースの VXLANのゲートウェイとして機
能することが可能です。これは、レイヤ 3の境界を越えた 1つの転送ドメインとして転送のパ
フォーマンスを低下させずに、VXLANセグメントと VLANセグメントをシームレスに接続しま
す。 Cisco Nexus 9000シリーズでは、ゲートウェイとして物理デバイスまたは仮想デバイスを追
加で使用する必要がありません。ハードウェアベースのカプセル化およびカプセル化解除によ

り、すべてのフレームサイズに対してラインレートパフォーマンスを提供します。
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